
主 要 施 策 の 成 果





 - 1 -

平成２１年度主要施策の成果（一般会計） 

 

 

議 会 費 関 係  

 

１ 議会開催日数 

○定例会 ４回 会期日数 ２４日 

○臨時会 ４回 会期日数  ４日 

 

２ 付議事件数 

○町長提出 １０２件 

条例   ３２件 予算   ３３件 決算   １０件 

その他  １９件 専決・報告 ８件 

○議員提出 ４３件 

条例    ３件 その他  ４０件 

 

３ 請願・陳情 

○受理件数 ９件 

 

４ 一般質問の人数 

 ６月 ７人 ９月 ７人 

１２月 ８人 ３月 ８人 計３０人 

 

５ 委員会 

○議会運営委員会 １０回（議会運営 他） 

○常任委員会 １１回 

総務企画常任委員会（付託事件審査、所管事務調査 他） ５回 

教育民生常任委員会（     〃         ） ３回 

産業建設常任委員会（     〃         ） ３回 

○広報特別委員会 １３回（議会だより編集 他、「議会だより第15～18号」発行） 

○地域振興策に係る調査特別委員会 ５回（地域振興策調査研究） 

 

６ 議員派遣 

○行政調査 

滋賀県愛荘町 外  平成21年11月16日～18日 
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○議員研修 

町村議会議長・副議長・委員長等研修会（宇都宮市）  平成21年７月７日 

町村議会議員研修会(宇都宮市)  平成21年10月27日 

 

 

総 務 費 関 係  

 

１ 人事関係（一般職員） 

(１)職員数の状況 

 平成２１．３．３１現在 平成２２．３．３１現在 

一 般 職 ２２２ 人 ２１９ 人 

技 能 労 務 職 ２４ 人 ２１ 人 

計 ２４６ 人 ２４０ 人 

(注)年度末退職者を除いた人数 

(２)新規採用及び退職数の状況 

 新 規 採 用 者 退 職 者 

一 般 職 ８ 人 １１ 人 

技 能 労 務 職 － ３ 人 

計 ８ 人 １４ 人 

 

２ 那珂川町自治功労者表彰 

○自治功労者表彰 ３名 

 

３ 地方自治功労叙勲 

○叙勲 

大金 進 氏 （瑞宝双光章）元馬頭中学校長、元馬頭町教育長 

本多勝美 氏 （旭日双光章）元栃木県議会議員、元馬頭町議会議長 

○高齢者叙勲 

荒井勝明 氏 （旭日単光章）元馬頭町議会議員 

 

４ 定額給付金給付事業【繰越明許】 

住民への生活支援を行うとともに、地域の経済対策に資することを目的に定額給付金

を給付しました。 

○給付実績 ６，１０８件 ３０５，０２０千円 
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５ 防犯・交通安全対策 

犯罪、交通事故のない町を目指し、身近な犯罪防止啓発活動の推進、交通安全教育の

実施及び交通安全施設等の整備に努めた。 

(１)交通安全対策 

○「那珂川町交通事故抑止対策町民集い」の開催 

平成２１年 ９月 ４日 馬頭山村開発センター 

(２)交通指導員の設置 

○教育指導員  １名 

○一般指導員  ７名 

(３)交通安全教育の実施 

○幼稚園・保育園児童対象 １０１回 ３，５７０人 

○小中学校児童生徒対象 ２２回 １，０１１人 

○母親対象 １１回 ３８０人 

○高齢者対象 ３９回 １，０２７人 

(４)交通安全施設の整備 

○カーブミラー ６基 

○ガードレール ２２ｍ 

○区画線 １，４３０ｍ 

(５)安全で安心なまちづくり 

○自主防犯団体の活動 

役場防犯パトロール隊：火曜日、金曜日の午後にパトロールを実施 

馬頭商工会青年部防犯隊：営業時間中にあわせて防犯活動を実施 

 

６ 交通対策 

住民の交通の利便及び生活と福祉の向上を図るため、町営バス・コミュニティバスの

運行内容の充実に努めた。 

年間利用客数（人） １日平均乗車数（人） 
路 線 名 運行開始 Ｈ21 

年度 
Ｈ20 
年度 

対前 
年度 

Ｈ21 
年度 

Ｈ20 
年度 

対前 
年度 

馬 頭 大 那 地 線 平成元年６月 10,300 14,208 △3,908 35.0 48.0 △13.0 

馬 頭 大 山 田 線 平成２年６月 11,686 12,070 △384 39.7 40.8 △1.1 

馬 頭 小 砂 小 口 線 平成３年11月 7,110 6,712 398 24.2 22.7 1.5 

馬 頭 矢 又 富 山 線 平成６年４月 4,438 3,807 631 15.1 12.9 2.2 

馬 頭 谷 川 盛 泉 線 平成８年４月 5,260 8,821 △3,561 17.9 29.8 △11.9 

町

営

バ

ス ５路線 計 38,794 45,618 △6,824 132.0 154.1 △22.1 
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幼稚園経由北廻り線 平成16年４月 6,126 5,201 925 25.1 21.1 4.0 

芳 井 線 平成16年４月 7,226 5,583 1,643 19.9 15.3 4.6 

浄 法 寺 線 平成16年４月 402 561 △159 1.1 1.5 △0.4 

幼稚園経由南廻り線 平成16年４月 6,517 7,601 △1,084 26.7 30.8 △4.1 

小 梨 線 平成16年４月 6,469 6,564 △95 17.8 18.0 △0.2 

小 川 南 線 平成16年４月 1,031 1,028 3 2.8 2.8 0.0 

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

バ

ス ６路線 計 27,771 26,538 1,233 93.4 89.5 3.9 

(注)運行日数 
○町営バス ・Ｈ21：294日  ･Ｈ20：296日 
○コミュニティバス 
・Ｈ21：364日 ただし、幼稚園経由北廻り線・幼稚園経由南廻り線は244日 
・Ｈ20：365日 ただし、幼稚園経由北廻り線・幼稚園経由南廻り線は247日 

 

７ 企画調整・地域振興 

(１)会議等の開催 

町の重要施策の審議及び事務事業の総合的な調整を図るため、課長会議を９回開

催した。また、調整担当者会議を３回開催した。 

(２)総合振興計画の進行管理 

まちづくりの基本指針となる那珂川町総合振興計画に基づき、重点事務事業など

の各種事業の進行管理を行った。 

(３)過疎地域自立促進計画の進行管理 

過疎地域自立促進特別措置法により策定した過疎地域自立促進計画後期計画（平

成17年度～21年度）に基づき、各種事業の進行管理を行った。 

(４)情報システムの総合管理 

情報資産を様々な脅威から保護することと、情報資産の機密性、安全性及び可用

性を確保していくために那珂川町情報セキュリティポリシーに基づき、情報システ

ムの総合管理を行った。 

(５)学官連携の取組み 

学校法人宇都宮美術学院宇都宮メディア・アーツ専門学校との相互友好協力協定

に基づき、次の事業を行った。 

「スポッ！と那珂川町」 10分番組３編作成 

馬頭温泉郷案内看板更新デザイン協力 

マイバックプリントデザインの補作 

橋脚ペイント 

(６)まちづくり３大重点プロジェクト 

○「行財政改革」推進プロジェクト 

那珂川町行財政改革大綱（平成１７年度～２２年度）及び具体的な取組項目をま
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とめた行財政改革推進計画（平成１８年度～２２年度）に基づき、行財政改革の推

進を図った。 

○「自然・環境との共生」推進プロジェクト 

那珂川町環境基本計画に基づき、環境のまちづくり推進事業を実施した。 

環境基本計画概要版作成 ６，０００部 

環境のまちづくり説明会 １９会場 ３９０人 

環境のまちづくり推進会議 委員３０人 ３回 

自然環境部会、生活環境部会、資源エネルギー部会、環境学習部会  各１回 

オリジナルマイバック作成 

◇プリントデザイン募集 応募数：５０点（３９人） 

◇１月１２日に行政区長・班長を通じて各世帯に配布 

バイオマス利活用に関する基礎調査 

◇バイオマス資源の種類や量の把握 

◇生ゴミ分別モデル事業の実施 

実施期間：１２月７日～２８日 ７回 

実施地区：新町(馬頭)、緑町(小川)の７４戸と給食センター 

広報啓発活動 

広報なかがわに「家庭でできるエコライフ」を掲載（５月号～翌年３月号） 

○「地域高度情報化」推進プロジェクト 

地地域情報化基本計画に基づき、情報通信基盤の有効な利活用法を図るため、ケ

ーブルテレビアプリケーション計画を策定した。 

(７)土地利用調整 

那珂川町土地利用調整基本計画に基づき、適正な土地利用の誘導を行った。 

(８)協働によるまちづくり推進事業 

○協働のまちづくり推進計画 

公募委員を含む計画策定委員会において、協働のまちづくりの理念や町がおこう

なうべき施策をまとめた、「協働のまちづくり推進計画」を策定した。 

○地域住民との協働によるまちづくり推進事業補助金 

「地域住民が主役となる社会」、「地域住民が協働する社会」、「地域が自立する社

会」を目指して、５つのまちづくり団体に対して補助金を交付した。 

とみやまの郷づくり会 １５０千円 

ボランティア盛谷協議会 ３００千円 

和見村おこし協議会 １５０千円 

小川商工会 ３３２千円 

ふれあいの舎利用組合 １８０千円 
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(９)定住促進団地整備事業 

（単位：千円）

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 備 考 

定住促進団地整備事業 「高手の里」整備 34,335  

(10)提案型補助金制度の創設 

創意と工夫による住民本位のまちづくりを推進するため、提案型補助金制度を創

設し、１１件の提案を採択した。 

 

８ 広報・広聴 

(１)広報の発行 

町行政と住民を結ぶパイプ役として広報なかがわを毎月発行し、町の事務事業等

について周知を図るとともに、行政に対する関心を高めるよう努めた。 

○広報なかがわ(毎月１０日発行) ６，０００部／月 

(２)那珂川町公式ホームページの運営 

「行政情報」、「観光と文化」、「公共施設」、「町のデータ」の４つの柱をメインに、

町内外への積極的な情報発信を行うため、那珂川町公式ホームページの管理運営を

行った。また、ホームページのリニューアルに伴い導入したＣＭＳを活用し、迅速

で正確な情報の掲載に努めた。 

(３)統計調査 

国・県の指定統計として次の調査を実施した。 

○学校基本調査 

毎年５月１日を基準日として、町内の各小中学校、幼稚園の設置状況（児童生徒

数、教諭の配置状況など）を調査した。 

○経済センサス（基礎調査） 

７月１日を基準日として、町内３８調査区の商工業の事業所（１，０６８事業所）

を対象に、従業者数、業務内容、売上高等を調査した。 

○国勢調査準備（調査区設定等） 

平成２２年１０月１日を基準日として実施される調査に先立ち、調査区の設定（１

２８調査区）等を実施した。 

○工業統計調査 

毎年１２月３１日を基準日として、町内４０調査区の製造業者の事業所（100事業

所中、従業員数４人以上の５７事業所を対象）の従業員数、売上高、製造品種など

の状況を調査した。 

 



 - 7 -

○農林業センサス 

２月１日を基準日として、町内１１６調査区の農林業経営体（２，８０６客体候

補中、耕作面積３０ａ以上等の要件を満たした１，５０９客体が対象）の農業従事

者数、耕作面積、作付作物、売上高などの状況を調査した。 

(４)行政事務連絡等 

行政区長・班長等を委嘱し、事務執行の協力を得た。 

○行政区長  ３７人   行政班長  １９６人 

(５)情報公開等 

○情報公開の運用状況 

実 施 機 関 請 求 件 数 公 開 一 部 公 開 非 公 開 

町 長 ２ ２ － － 

教 育 委 員 会 － － － － 

○個人情報保護の運用状況 

個人情報保護条例の開示請求はなかった。 

 

９ 税務 

(１)町税等収入状況 

①町税    
（単位：円，％）

税    目 調 定 額 収 入 済 額 不納欠損額 収入未済額 収入率 

町 民 税 981,613,746 902,097,558 1,286,235 78,229,953 91.90 

 (1)個  人 773,801,446 698,752,458 607,235 74,441,753 90.30 

現 年 課 税 分 708,732,600 686,590,447 147,119 21,995,034 96.88 

滞 納 繰 越 分 65,068,846 12,162,011 460,116 52,446,719 18.69 

 (2)法  人 207,812,300 203,345,100 679,000 3,788,200 97.85 

現 年 課 税 分 203,660,200 202,344,600 - 1,315,600 99.35 

滞 納 繰 越 分 4,152,100 1,000,500 679,000 2,472,600 24.10 

固 定 資 産 税 1,535,028,679 969,809,501 317,659,157 247,560,021 63.18 

 (1)固定資産税 1,529,336,379 964,117,201 317,659,157 247,560,021 63.04 

現 年 課 税 分 982,765,300 885,881,810 - 96,883,490 90.14 

滞 納 繰 越 分 546,571,079 78,235,391 317,659,157 150,676,531 14.31 

 (2)交付金 5,692,300 5,692,300 - - 100.00 

軽 自 動 車 税 45,171,980 40,452,971 31,400 4,687,609 89.55 

現 年 課 税 分 40,847,300 39,692,300 - 1,155,000 97.17 

滞 納 繰 越 分 4,324,680 760,671 31,400 3,532,609 17.59 

町 た ば こ 税 118,143,770 118,143,770 - - 100.00 
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特別土地保有税 11,209,358 288,133 4,482,467 6,438,758 2.57 

現 年 課 税 分 - - - - - 

滞 納 繰 越 分 11,209,358 288,133 4,482,467 6,438,758 2.57 

入 湯 税 18,304,790 18,247,860 - 56,930 99.69 

現 年 課 税 分 18,270,760 18,213,830 - 56,930 99.69 

滞 納 繰 越 分 34,030 34,030 - - 100.00 

町 税 合 計 2,709,472,323 2,049,039,793 323,459,259 336,973,271 75.63 

現 年 課 税 分 2,078,112,230 1,956,559,057 147,119 121,406,054 94.15 

滞 納 繰 越 分 631,360,093 92,480,736 323,312,140 215,567,217 14.65 

②国民健康保険税    
（単位：円，％）

税    目 調 定 額 収 入 済 額 不納欠損額 収入未済額 収入率 

国民健康保険税 689,613,337 462,745,263 2,211,900 224,656,174 67.10 

 (1)特別徴収 37,977,800 37,767,600 - 210,200 99.45 

 (2)普通徴収 651,635,537 424,977,663 2,211,900 224,445,974 65.22 

現 年 課 税 分 432,624,611 383,651,821 93,600 48,879,190 88.68 

滞 納 繰 越 分 219,010,926 41,325,842 2,118,300 175,566,784 18.87 

③介護保険料    
（単位：円，％）

税    目 調 定 額 収 入 済 額 不納欠損額 収入未済額 収入率 

介護保険料 187,050,805 183,677,332 59,732 3,313,741 98.20 

 (1)特別徴収 173,263,200 173,263,200 - - 100.00 

 (2)普通徴収 13,787,605 10,414,132 59,732 3,313,741 75.53 

現 年 課 税 分 10,854,200 9,716,800 - 1,137,400 89.52 

滞 納 繰 越 分 2,933,405 697,332 59,732 2,176,341 23.77 

④後期高齢者医療保険料   
（単位：円，％）

税    目 調 定 額 収 入 済 額 不納欠損額 収入未済額 収入率 

後期高齢者医療保険料 86,842,500 85,779,800 - 1,062,700 98.78 

 (1)特別徴収 66,833,500 66,868,600 - △35,100 100.05 

 (2)普通徴収 20,009,000 18,911,200 - 1,097,800 94.51 

現 年 課 税 分 19,022,700 18,416,700 - 606,000 96.81 

滞 納 繰 越 分 986,300 494,500 - 491,800 50.14 

  ※特別徴収還付未済額：35,100円  

(２)徴収嘱託員収納実績 

○徴収嘱託員 ２人 

○収 納 額 ７３，７３９，４４２円 

(３)税務関係証明等 

○件 数 ３，１６８件 

○手数料 ９１３，７３０円 
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10 戸籍・住民 

住民の動向を記録する住民基本台帳について、転入・転出等の各種届出の正確且つ迅

速な処理を行い、住民票や印鑑証明等の証明発行事務のスピードアップに努めた。戸籍・

住民票等の件数については次のとおりである。 

○戸籍届出等件数 １，１４７件（届出６２４件・送付５２３件） 

主なものは、出生・死亡・婚姻・離婚・入籍届出等である。 

○証明等発行件数 戸籍関係 ９，０２８件 

 住民票 ８，９４３件 

 印鑑証明 ７，２３５件 

 その他 １，１７７件 

 

11 選挙 

○那珂川町農業委員会委員選挙 平成21年 6月28日執行 無投票 

○衆議院議員総選挙 平成21年 8月30日執行 投票率：64.72％ 

○那珂川町長選挙 平成21年11月 1日執行 投票率：65.61％ 

 

12 監査委員 

(１)例月出納検査の実施 

○４月から毎月実施 計１２日 

(２)決算審査 

○一般会計及び特別会計の審査期間 平成21年７月21日～７月30日 

○水道事業の審査日 平成21年７月10日 

○意見書提出日 平成21年８月11日 

(３)定期監査 

○一般会計及び特別会計の監査期間 平成22年２月４日～２月12日 

○水道事業の監査日 平成22年２月12日 

○監査結果報告書提出日 平成22年２月24日 

(４)財政援助団体等補助監査 

○那珂川交通安全協会・那珂川町結婚相談所・ 

那珂川町たばこ税確保対策協議会 平成21年10月20日 

○那須南農業協同組合・馬頭土地改良区・ 

姉妹都市交流協力委員会 平成21年11月20日 

○那珂川町夏まつり実行委員会・商品券発行事業推進委員会・ 

馬頭温泉保護開発協会 平成21年12月21日 

○監査結果報告書提出日 平成22年１月21日 
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(５)財産区特別会計決算審査 

○馬頭・武茂・大内・大山田財産区審査 平成21年７月22日 

○意見書提出日 平成21年８月11日 

 

 

民 生 費 関 係  

 

１ 福祉団体等への支援 

地域での要援護者への対応及び地域福祉活動の強化のため、福祉団体等の育成・支

援を実施した。 

○民生委員児童委員への支援 ５０名 ３，９０９千円 

○社会福祉協議会への支援 

社会福祉協議会運営費補助金  ３５，３１０千円 

社会福祉協議会事業費補助金  ３，０００千円 

 

２ 障害者福祉 

障害者の自立更生を推進するため、身体障害者巡回診査更生相談、障害福祉サービ

ス(介護、訓練等給付)事業、地域生活支援事業による支援、重度心身障害者への医療

費助成、特定疾患患者への見舞金の給付及び補装具の給付を積極的に実施した。 

また、障害者施設の事業運営安定化のため、障害者自立支援特別対策事業を実施し

た。 

○補装具給付及び修理 ４０件 ２，２７７千円 

○自立支援（更生）医療 ６３人 ４，９８３千円 

○重度心身障害者医療費助成 ２９９人・5,703件 ２９，６４１千円 

○特定疾患患者見舞金 ９６人 ３，１３８千円 

○障害者福祉サービス事業 ９８人 １５６，２８０千円 

○障害者地域生活支援事業 １４４人 ３７，８８５千円 

○障害者自立支援特別対策事業 

事業運営安定化事業  ４２１千円 

移行時運営安定化事業  １６９千円 

新事業移行促進事業  ３３千円 

事務処理安定化支援事業  ３１０千円 

 

３ 高齢福祉 

高齢者の生きがいづくり及び要援護老人対策として次の事業を実施した。 
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○居室事業 ２人 ２，７１１千円 

○敬老会 １９会場・1,682人 ６，８９６千円 

○敬老祝金 ４７０人 ３，８７５千円 

（80歳:230人、85歳:160人、90歳:51人、95歳:26人、100歳:3人） 

○緊急通報システム装置の貸付(H22.3.31現在) ５１件 １，１５２円 

○ねたきり老人等寝具洗濯サービス事業 ３６人 ２４３千円 

○軽度生活援助事業 ８人 １３６千円 

○老人福祉施設入所措置(H22.3.31現在) 養護１８人 ４３，６６７千円 

○馬頭総合福祉センター管理運営 施設利用者11,208人 １９，２９１千円 

○小川総合福祉センター管理運営 施設利用者39,925人 ２３，６０７千円 

○シルバー人材センター運営補助 ４，９００千円 

○老人クラブ等社会活動推進事業（補助金） ２，５５０千円 

○老人日常生活用具給付事業 １人 ４千円 

 

４ 国民年金 

公的年金（国民年金）の必要性を十分に周知させるため、年金だよりの発行や「広

報なかがわ」への掲載等により普及推進を図った。また年金相談所を開設し、国民年

金制度のＰＲに努めた。 

○国民年金被保険者数 ４，２９８(1号:3,371人、3号:927人 ※H22.3月現在) 

 

５ 児童福祉 

(１)保育園の運営 

町立保育園（７か所）を運営し、施設設備の充実を図るとともに措置児童の保育

を行った。また、保育所再編整備計画に基づき、小川地区統合保育所を建設した。 

○児童数 ２７０人 ９８，０９３千円 

(３歳未満児８５人、３歳児６１人、４歳以上児１２４人) 

○小川地区統合保育所建設事業 ３４９千円 

○     〃       【繰越明許費】 ３６５，４３０千円 

(２)児童館の運営 

児童館を運営し、生活上の遊び方などの行事を実施し、児童の健全育成に努めた。 

○利用者数 ６，１８５人 ２，４０８千円 

(３)放課後児童クラブの運営 

下校後、保護者等が家庭にいない小学生を対象に、遊びや生活の場を提供し、児

童の健全育成を図った。また、対象児童を小学３年生から、小学６年生に拡充した。 

○放課後児童クラブ運営事業 ２箇所 ４６人 ７，６２４千円 
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(４)児童手当の支給 

小学校修了前の児童を養育している方に対し、手当を次のとおり支給した。 

○被用者児童手当 延児童数 2,162人 ２１，６２０千円 

○非被用者児童手当 〃   1,349人 １３，４９０千円 

○特例給付 〃    28人 ２８０千円 

○被用者小学校修了前特例給付 〃   9,673人 ５５，３８５千円 

○非被用者小学校修了前特例給付 〃   5,144人 ３０，２５０千円 

○小学校修了前特例給付 〃    188人 １，０４０千円 

(５)要保護児童対策 

要保護児童対策地域協議会を開催し、要保護児童の早期発見と適切な対応に努めた。

また、児童及び保護者を対象に「子どもの人権教育」を開催し、児童虐待の防止と、

将来における虐待の連鎖を防止するよう努めた。 

○実務担当者会議 １１回 

○子どもの人権教育「ＣＡＰなす」 １４回 ２０８人 

(６)子育て応援特別手当支給事業【繰越明許】 

多子世帯の子育て負担に対する配慮として、小学校就学前３年間に属する第二子以

降の児童について、子育て応援特別手当を支給しました。 

○支給実績 ２１３件 ７，６６８千円 

 

６ 母子・父子福祉 

母子家庭や父子家庭に対して、遺児手当を支給し、制度の周知徹底に努めた。 

また、ひとり親世帯・小学校３年生修了前までのこども・妊産婦に対して医療費の

助成を行い、対象者の健康増進及び福祉の向上に努めた。 

○遺児手当 ６人 １５０千円 

○ひとり親家庭医療費助成 ４３０人  2,014件 ４，５６５千円 

○こども医療費助成 ９６６人 12,411件 １９，５３８千円 

○妊産婦医療費助成 １０６人   432件 １，８３７千円 

 

 

衛 生 費 関 係  

 

１ 保健予防 

人生８０年時代を迎え、町民の健康問題は最重要課題であり、「自分の健康は自分で

守る」という意識の高揚と、町民の健康水準の向上を図るため、健康づくり及び疾病

予防対策事業を実施した。 
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(１)健康づくり推進事業 

日常生活の多様化に伴い増加する生活習慣病をライフスタイル改善で計画的に実

践できるよう支援した。 

○メンバーズらくらく運動倶楽部 ３０回 ４７１人 

○栄養改善及び健康増進 ２９回 ６１９人 

○カトレア会 １２回 ２２６人 

○その他 

「広報なかがわ」による啓発活動(こころの健康づくり) １２回 

「福祉まつり」での食育普及及び啓発活動 １回 １００人 

「福祉まつり」での体組成測定 １回  ８５人 

(２)成人病予防対策事業 

青壮年期からの生活習慣病予防と疾病の早期発見、早期治療を目的に、健康増進

法に基づき、総合的な保健事業を実施した。 

また、国の施策である「女性特有のがん検診推進事業」により、女性のがん検診

の自己負担金を無料とし、受診率の向上を図った。 

○病態別栄養相談 ８回 １８人 

○訪問指導 随時 １０９人 

○基本健康診査(20～39歳) ２５回 ４２４人 

○胃がん検診 ２５回 １，７６９人 

○子宮がん検診(集団検診) １２回 １，２９２人 

（うち、女性特有のがん検診推進事業受診者   ５７人） 

○子宮がん検診(個別検診) ９～２月 ３５人 

（女性特有のがん検診推進事業） 

○乳がん検診 １２回 １，３４１人 

（うち、女性特有のがん検診推進事業受診者  １７２人） 

○大腸がん検診 ２５回 ２，３４２人 

○肺がん検診 ２５回 ２，４７７人 

○前立腺がん検診 １４回 ８５７人 

○肝炎ウィルス検診 ２５回 ４６人 

○骨粗しょう症検診 １２回 ２１１人 

○歯周疾患検診 ７～９月 ４６人 

○精神保健相談会 １２回 ３４人 

○生活習慣病予防教室「なかがわフィットネス倶楽部」 ２２回 ３９６人 

(３)母子保健対策事業 

母子の一貫した健康管理を目指し、母子保健法に基づく健康教育・相談及び各種
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健診を実施した。また、成長過程のおけるさまざまな課題に対して、関係機関と連

携をとりながら、児の健やかな成長を促しことを目的とした発達障害児支援事業を

実施した。 

○新生児訪問（こんにちは赤ちゃん事業） 随時 １２０人 

○母子手帳の交付 随時 ９２人 

○乳児健診（４か月・８か月） １２回 ２１８人 

○１歳児相談 ６回 １１６人 

○１歳６か月児健診 ６回 １１０人 

○２歳児相談 ６回 ９６人 

○３歳児健診 ６回 ９３人 

○３歳児精密健康診査 随時 ９人 

○虫歯予防教室（フッ素塗布） １８回 ５６８人 

○妊産婦一般健康診査 随時 １，２８９人 

○ひよこクラブ ２０回 ９００人 

○おかあさん塾 ９回 ２７９人 

○のびのび発達相談 １０回 １１１人 

○乳幼児発達相談 １１回 ４５人 

○みかん教室（早期教育相談グループ教室） １０回 ３５人 

○発達障害児事例検討会、研修会 ３回 ５３人 

(４)不妊治療費助成事業 

保険が適用されない高額な不妊治療に対し、経費の一部を助成する不妊治療助成

事業を実施した。 

○不妊治療費助成事業 随時 ２人 

(５)結核及び伝染病予防対策事業 

結核及び各種伝染病の発病予防及び患者の早期発見を図るため、予防接種法に基

づく各種予防接種を実施した。 

○結核 ＢＣＧ接種 １０５人 

○予防接種 ポリオ ２１９人 

 麻しん・風しん混合 ５１６人 

 二種混合 １８１人 

 三種混合 ４０４人 

 インフルエンザ ４，１６５人 

(６)へき地医療対策事業 

無医地区住民の医療を確保するため、へき地歯科巡回診療を実施した。 

○対象地区：大内・大那地・小砂 １８回 延１０７人 
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２ 環境衛生 

住民の生活環境の整備を図るため、次の事業を実施した。 

(１)廃棄物収集処理対策事業 

廃棄物の分別収集とリサイクルに取り組むために、適正な廃棄物収集事業を実施

した。 

○廃棄物内訳 

可燃ごみ ４，０７４ｔ 

不燃ごみ ３０４ｔ 

資源ごみ ７９４ｔ 

粗大ごみ １０３ｔ 

有害ごみ ７ｔ 

○搬入内訳 

委託業者収集搬入 ４，４０８ｔ   

直接搬入 ８７４ｔ 

(２)畜犬対策事業 

動物愛護について正しい知識の普及を図るとともに、狂犬病予防法等に基づく登

録、予防注射を実施した。 

○登録 ９６頭 

○予防注射 ８８５頭 

○野犬・不用犬(猫)引取り ４９(４)頭 

(３)合併処理浄化槽設置整備事業 

生活排水による公共用水域の水質汚濁防止を図るため、合併処理浄化槽設置に対

し補助を行った。 

○合併処理浄化槽設置整備補助金 ６０件 ２２，５４４千円 

 

３ 公園墓地・小川墓地 

公園墓地２００区画及び小川墓地２４区画の維持管理を行った。 

 

４ 環境保全対策 

町民が健康で安全な生活を営むため、公害防止対策等の推進に努めた。 

(１)河川等の水質検査の実施（３７ヶ所） 

(２)騒音、悪臭等の防止対策 

(３)不法投棄監視員２名が、月１０回の巡回監視を行った。 

(４)北沢地区不法投棄物処理対策 

県と連携して、最終処分場に関し、理解を深めるための先進地視察、不法投棄物

※資源ごみ内訳 
・スチール缶 ５３ｔ 
・アルミ缶 ７ｔ 
・ペットボトル ４４ｔ 
・びん類 １８６ｔ 
・紙類 ４２２ｔ 
・布類 ８２ｔ 
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による周辺環境への汚染拡大を未然に防止するための説明会を実施した。 

○最終処分場先進地視察 

埼玉県環境整備センター（埼玉県寄居町） ３回 ５１人 

エコフロンティアかさま（茨城県笠間市） ２回 ７５人 

○未然防止対策説明会 

小口（梅平地区）、小口全域、和見、小砂 ４回 ８６人 

県説明会及び北沢フォーラム １回 ４６人 

 

 

農 林 水 産 業 費 関 係  

 

１ 農業委員会 

農業委員会法に基づき、農業生産力の発展及び農業経営の合理化を図り、農家の地

位向上に寄与することを目的に事業を行った。 

(１)農地法に係る権利の設定・移転・転用等の許認可事務とともに、農業経営基盤法に

基づく利用関係の調整や農地流動化の推進活動を実施した。 

○農地法３条（農地等の権利異動） ４１件 １３２筆 １４．５８ha 

○農地法４条（自己農地の転用） ５件   ６筆 ０．５５ha 

○農地法５条（転用のための設定・移転） １４件  １４筆 １．０６ha 

(２)遊休農地対策では、遊休農地調査の一環として、継続的に区分ごとの面積を集計す

るとともに各農業者の意向調査等を実施した。また、遊休農地の解消に向け、関係

機関等を連携し、菜種・ヘアリーベッチの作付促進と、試験的にマコモタケを作付

けし、調査・検討等を行った。 

(３)ＪＡと連携し、農業者年金制度の普及及び加入推進を行った。 

(４)関係機関と連携し、農業経営の近代化・合理化の基礎となる農業簿記、記帳指導及

び農業青色申告制度の普及を推進した。 

 

２ 農業振興事業 

農業振興については、中山間地域等直接支払交付事業、農地・水・環境保全向上対

策事業、農業担い手の育成などを中心に事業を行った。 
（単位：千円）

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 備 考 

中山間地域等直接支払交付事業 
農地保全のための共同作業 
急傾斜地 １４集落 
緩傾斜地 ５６集落 

26,962  
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農地・水・環境保全向上対策事業 
農地水環境保全の良好な保全と
質的向上の共同作業 
取組集落  ８集落 

3,992 総事業費15,342 

使用済農業生産資材適正処理 
推進事業 

使用済み農業用ビニール、農薬袋
等の処理 

402 総事業費1,735 

食育体験実践事業 
農業・料理体験を通じて食育の推
進（８小学校） 

400  

とちぎの集落営農確立支援事業 集落営農組織の育成 183 総事業費1,173 

町単生産調整推進対策事業 麦・大豆等作付拡大への助成 450  

 

３ 畜産振興事業 

ＪＡ那須南和牛部会、酪農組合等との連携により高品質の牛肉・生乳の生産を推進

した。 

（単位：千円）

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 備 考 

畜産振興事業 
和牛振興事業、優良乳用後継子牛保留
事業、家畜伝染病の予防対策事業、畜
産団体補助事業 

4,648  

畜産担い手育成総合整備事業  3,536 繰越明許分 

 

４ 土地改良事業 

農業生産基盤及び農村生活環境基盤整備のため、農道整備、かんがい排水事業を実

施した。 

（単位：千円）

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 備 考 

圷地区施設機能維持回復事業 
測量設計一式、頭首工一式 

12,000  

東戸田地区施設機能維持回復事業 
測量設計一式、頭首工一式 

1,530 総事業費1,700 県単農業農村整備事業 

薬利地区かんがい排水施設整備事業 
測量設計一式、水路整備L=179.3m 

3,240 総事業費3,600 

小川土地改良区 
柳林地区取水口改修工事 外14 

4,200 総事業費12,000 

農地有効利用支援事業 
馬頭土地改良区 
小口ｻｲﾌｫﾝﾌｪﾝｽ改修工事 外7 

2,520 総事業費7,200 

土地改良施設維持管理

適正化事業 

馬頭土地改良区 
北向田第1揚水機場ポンプ改修 

370 総事業費3,700 

農業集落排水事業 農業集落排水事業特別会計繰出金 33,314  

町単農村振興事業 矢又台地区農道整備事業 500 総事業費1,229 
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５ 中山間地域総合整備事業 

中山間地域の農業生産基盤、生活環境整備のため、集落道整備を実施した。 

（単位：千円）

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 備 考 

仲組地区集落道整備事業 
改良･舗装  L=111.3m 10,600  

南部地区中山間地域総
合整備事業 

前山押野地区集落道整備事業 
改良･舗装 L=1,491.0m 74,300 内繰越明許分 

32,900 

 

６ イノシシ肉加工事業 

イノシシ肉処理加工施設を運営し、獣害の軽減及び特産品生産による地域の活性化

を図った。 

（単位：千円）

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 備 考 

イノシシ肉加工事業 受入頭数 137頭（町内93、町外44） 6,215 
シシ肉販売収入 

4,778 

 

７ 林業振興事業 

松くい虫防除事業により森林病害虫の防除に努めるとともに、林道の維持管理及び

作業道の整備により、間伐等森林整備を推進した。また、八溝産材の需要拡大を図っ

た。 

（単位：千円）

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 備 考 

地上散布  3.1ha 305  
松くい虫防除事業 

衛生伐  36.0㎥ 1,000  

施業実施区域の明確化及び歩道の整備等 
           ８協定 1,688ha 

8,439  
森林整備地域活動支援交付
事業 

森林の被害状況等調査 ７協定 1,000ha 10,000  

里山の整備  ３箇所 10.3ha 7,403  
元気な森づくり推進市町村 
交付金事業 

里山の管理  ５箇所 21.9ha 1,071  

滝ヶ沢線 堆積土除去 1.3㎥ 97  
林道維持管理事業 

城間線 舗装修繕 L=6.9m 58  

木材需要拡大事業 八溝材使用新築住宅補助12件 3,207  

町単農村振興事業 矢又仲坪地区作業道整備事業 300 総事業費600 
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◆林業施設利用状況 

施 設 名 利 用 者 数 備 考 

森林公園特産品生産施設 ３，９５５人  

森林公園緑の展示館 １，１８７人  

観光乗馬施設（ホースランド） ７９９人  

県産材利用宿泊施設（ペンションひろせ） ６５３人  

緑の交流館 ２９３人  

 

 

商 工 費 関 係  

 

１ 商工業の振興 

商工会が中心となって実施したまちづくり事業、商店街活性化事業、緊急景気対策

事業、及び合併協議会等について支援した。 

さらに、中小企業振興策のひとつとして融資制度の利用促進を図った。 

(１)商工会の支援 

○馬頭商工会 経営改善普及事業費補助金等 ９，１４２千円 

○小川商工会 経営改善普及事業費補助金等 ５，８６２千円 

○馬頭商工会・小川商工会合併事業費補助金 １，４００千円 

(２)緊急景気対策事業 

○緊急景気対策事業費（商品券発行）補助金 ７，５００千円 

(３)中小企業振興資金融資状況 

○新規貸付件数 ５６件 １７８，２６０千円 

○信用保証料補助額 ５６件 ２，７０３千円 

○特定中小企業者認定 ５号 ７４件 

 ６号 ３３件 

(４)地域資源活用の支援 

○那珂川町里山温泉トラフグ研究会補助金 ３００千円 

 

２ 観光の振興 

那珂川町として、観光協会などの観光関連団体とともに、町内の観光施設の案内、

温泉郷・料飲店等の紹介、地元特産品の宣伝、及び観光イベントへの参加などに積極

的に取り組み、交流人口の増加を推進し、地域の活性化に努めた。 
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(１)観光関連団体への補助 

○那珂川町夏まつり実行委員会 ４，０００千円 

○小川地区山車保存会 ３００千円 

○馬頭町観光協会 ６，３００千円 

○小川観光協会 １，２６０千円 

○馬頭町観光協会・小川観光協会合併事業 ７００千円 

○馬頭温泉保護開発協会 ９００千円 

(２)主な観光施設の利用状況（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 

施 設 名 利 用 人 数 備 考 

青少年旅行村 ２，００６ 人  

町営温泉浴場・定住センター ７１，５２８ 人  

観光センター ６９７，２１４ 人 推計値 

ふるさとの森公園 １１，７４７ 人  

カタクリ山公園 ３５，２８７ 人  

 

３ 消費者行政 

消費者被害拡大防止のため、町ケーブルテレビ等を通じて広報活動を行った。また、

多重債務者相談窓口を設置し、相談にあたった。（相談件数10件） 

 

４ 開発推進 

栃木県工業団地連絡協議会等を通じ、情報収集に努め、企業訪問など誘致活動を行

った。また、既存立地企業のフォローアップを行い、企業の定着促進を行った。 

 

 

土 木 費 関 係  

 

１ 道路橋りょう整備事業 

道路は、生活の利便性の向上や産業の振興に大きな役割を果たしていることから、

地域間の幹線道路や生活道路を整備し、都市間を結ぶ主要幹線道路である国・県道の

整備を関係機関に要望した。 

（単位：千円）

事 業 種 別 路 線 名 等 事 業 内 容 等 事 業 費 備 考 

道 路 改 良 舗 装 大山田立野線 
改良・舗装・補償一式 
 L=1,620m W=5.0m 

141,153 
うち繰越明許費 

16,800 
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日向線 
改良・補償一式 
 L=311.4m W=5.0m 

17,775  

三輪片平線 
改良・舗装・補償一式 
 L=145.0m W=7.0m 

41,278  

南平板山線 
改良・用地・補償一式 
 L=124.7m W=5.0m 

15,352  

小梨線 
改良・舗装・用地・補償一式 
 L=239.4m W=7.0m 

31,010  

一渡戸大鳥線 
舗装 L=930m W=5.4m 
測量一式 L=450m 

18,133  

栃下室町線 
改良・舗装・用地・補償一式 
L=100m W=16.0m 

35,374  

下馬頭4号線 外 
改良・舗装  
 L=970.2m W=4.7m 

13,440  

永畑川崎線 舗装 L=470m W=7.35m 24,034  

仲内大内線 舗装 L=2,305m W=5.5m 36,613  

金谷線 
舗装 L=242m W=5.0m 
測量・設計一式 L=200m 

7,350  

 梅曽上西線 測量一式 L=1,050m 1,134  

 谷田町営住宅線 設計一式 168  

 

２ 地籍調査事業 

那珂川町の土地の実態を正確に把握するため、国土調査法に基づく地籍調査事業（谷

川Ⅴ地区、馬頭Ⅲ地区、谷田・上ノ原地区）を実施した。 

（単位：千円）

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 備 考 

調査・測量 谷川Ⅴ A=0.09㎢  
 馬頭Ⅲ A=0.24㎢ 谷田・上の原 A=0.17㎢ 

8,610  

複製図作成・数値情報化 
 馬頭Ⅱ、谷川Ⅳ、大山田上郷Ⅶ、谷田・上ノ原 

1,115  

土地改良境界復元 谷田・上ノ原 556  

地 籍 調 査 事 業 

素図作成 和見Ⅰ 294  

 

３ 都市計画 

市街地の景観形成と安全な住環境整備のため街なみ環境整備事業を実施した。 

（単位：千円）

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 備 考 

街なみ環境整備事業 室町小公園整備 17,815  
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４ 公園 

公園は、地域住民に憩いと安らぎを提供し、景観の形成に大きく寄与しているため、

適正な施設の管理、環境の美化を推進し、住民から親しまれ、利用しやすい公園の整備

管理に努めた。 

（単位：千円）

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 備 考 

遊歩道整備 L=104m W=1.5m 3,601  
馬 頭 公 園 整 備 事 業 

照明設置 ５基 661  

 

５ 住宅 

町営・町有住宅の適正な維持管理を行い、良好な居住環境の整備に努めた。 

（単位：千円）

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 備 考 

町営古館住宅屋根防水工事 １号棟屋根防水 A=262㎡ 3,150  

町営谷田住宅浄化槽設置工事 浄化槽112人槽 32,928  

町営愛宕住宅解体工事 解体一式 ４棟 3,360  

雇用促進住宅購入事業 ２棟 ６０戸 53,552  

 

 

消 防 費 関 係  

 

１ 火災の概況 

平成２１年度中の那珂川町における出動件数は６件で、前年度に比較して３件の増で

あった。 

○主な火災 

発 生 日 場     所     等 

５月１０日 谷川地内 林野火災（杉・竹混合林） 

１０月１２日 矢又地内 その他の火災（原野） 

１０月１３日 松野地内 その他の火災（原野） 

１月１０日 三輪地内 建物火災（住宅） 

１月２４日 久那瀬地内 その他の火災（芝、立木） 

２月２０日 小砂地内 その他の火災（原野） 
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２ 消防施設等の整備 

○防災行政無線（移動系） 本部局 一式 

 中継局 一式 

 車載用無線機 ３７台 

 車載携帯兼用無線機 ２台 

 携帯無線機 ３５台 

 

３ 消防団点検・訓練関係 

○点検 

１０月２５日 那珂川町消防団通常点検 出場率：75.68％ 

 

 

教 育 費 関 係  

 

１ 学校教育 

(１)小学校・中学校 

県教育委員会の教育施策を踏まえ、人間尊重の精神を基盤として、豊かな情操と

道徳性を身につけ、国際的視野を持ち、郷土・社会に貢献しうる実践力と創造性に

富む人づくりに努めた。特に地域に根ざした調和と特色ある教育行政を課題とし、

各校の創意工夫のもと積極的に教育の推進を図った。 

また、適正規模での児童の健全な教育環境を整備するため、馬頭地区東部３小学

校を統合した。なお、教育環境の充実と教育施設・教材備品の整備のため実施した

主な事業は次のとおりである。 

○小学校児童通学費補助 １，９５１千円 

○小学校教育用コンピュータ機器借上 ８，０１６千円 

○小学校教材備品費 ７，１９９千円 

○小学校就学援助費 ３，５１９千円 

○総合学習推進費 ８８０千円 

○中学校生徒通学費補助 １，０５０千円 

○中学校教育用コンピュータ機器借上 ５，０５２千円 

○中学校教材備品費 ４，９７７千円 

○中学校就学援助費 ２，６２４千円 

○外国語指導助手設置費 ３，１３９千円 

○スクールバス運転業務 １５，１０４千円 

○学校ＩＣＴ環境整備事業 １６，７９０千円 
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○東部３小学校統合準備費 ２５，８２５千円 

○那珂川町小学校施設耐震診断業務 ９，８７０千円 

○馬頭小学校ＰＣ教室空調設備設置工事 ３，５７０千円 

○大内小学校屋根塗装工事 ２，７３０千円 

○小川小学校ブランコ設置工事 １，５５４千円 

○小川地区３小学校校長室空調設備設置工事 ２，７３０千円 

○小川南小学校屋根防水改修工事 ３，２５５千円 

○馬頭中学校受変電設備改修工事 １３，５４５千円 

○  〃  図書室空調設備設置工事 ３，２５５千円 

○小川中学校屋内体育館改築工事 ８３，３６２千円 

○  〃  屋内体育館改築工事設計業務 １１，３４０千円 

○  〃  校舎耐震補強工事 １６，８８４千円 

○  〃  校舎耐震補強工事設計業務 ４，７２５千円 

○  〃  地質調査業務 １，３６５千円 

○  〃  プール解体工事 ８，５５７千円 

○  〃  太陽光発電設備設置工事 １９，３２０千円 

○  〃  受変電設備改修工事 １０，５５２千円 

○  〃  図書室・校長室空調設備設置工事 ５，１４５千円 

○  〃  防球ネット設置工事 ２，５７２千円 

(２)幼稚園 

幼稚園教育要領の趣旨を踏まえ、家庭では体験できない社会・文化・自然などの

体験を十分にさせながら、他人を思いやる心や感動する心など豊かな人間性を持っ

た幼児を育てることに努力した。また、幼児教育の向上を図るため、教育内容の改

善、施設設備の整備と教育環境の充実を図った。 

○ひばり幼稚園 

園児数 ７９名（３歳児２６名、４歳児２１名、５歳児３２名） 

○小川幼稚園 

園児数 ６０名（３歳児１９名、４歳児２１名、５歳児２０名） 

(３)学校給食センター 

学校給食法の趣旨を踏まえ、学校給食センターの衛生管理に万全を期すとともに、

児童生徒の心身の健全発育のため、栄養のバランスに配慮した給食を提供した。 

また、学校給食を活用した食育の推進に努めた。 

○給食実施状況 

小学校８校、中学校２校、幼稚園２園、児童生徒職員数１，８３４人 
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完全給食 給食実施回数１９３回（うち米飯１１４回） 

 給食実施総食数 ３２６，８２０食 

（幼稚園は、５月より週３日の完全給食（水・木・金）、４月と月・火は牛乳

のみの給食を実施。） 

 

２ 社会教育 

生涯学習社会へ適切に対応するための条件整備と町民が生涯学習を実践することが

できるよう学習環境づくりの形成に努めた。 

また、生涯学習の観点にたって社会教育活動を推進し、青少年をはじめ成人、高齢

者を対象に各種学級、講座を開催し、学習機会の提供に努めた。実施にあたっては、

指導者の養成と社会教育団体の育成をねらいに学習活動を展開した。 

次に、芸術文化の領域では、町民の活動の機会を提供するなど文化団体の育成と文

化の振興に努め、さらに、町民一人ひとりが郷土の歴史を理解し、郷土愛の精神を高

めることをねらいに地域の文化遺産に関わる学習の機会を提供した。 

(１)生涯学習 

行政と住民が一体となって生涯学習を推進するため、行政、地域、民間団体等で

学習・地域活動の連携、協力のあり方について検討を行った。 

また、生涯学習の啓発・普及を図り、理解を深めるため「なかがわ町民大学」を

実施した。 

(２)青少年教育 

青少年の社会参加と体験学習を推進するために、中・高校生を対象にリーダーの

養成とボランティア活動を推進した。さらに、青少年団体の育成と活動の推進を図

るために研修会、交流事業の開催に努めた。 

○ジュニアボランティアズクラブの育成・指導 

○青少年育成協会の育成・指導 

○成人式の開催 

(３)成人教育 

家庭教育学級、幼児家庭教育学級を開設し、家庭教育の重要性について理解を深

め、加えて家庭での実践を促すために親学習プログラムを開催した。 

(４)高齢者教育 

高齢者を対象に「シルバー大学」を開設し、集団による学習活動を通して心のふ

れあいと教養を深め、豊かな人生設計を形成するための学習活動を展開した。 

(５)公民館活動 

家庭生活の知識、技術の習得をねらいに、すくすくクラブ、放送利用講座を開催

した。さらに、親子わくわく塾を開催し、体験活動を通して親子のふれあいの機会
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を設けることに努めた。 

また、小川公民館の管理運営に努め、地域住民や行政機関、学校、企業などによ

る会議、研修の場として提供した。 

○利用件数 ６０１件 利用人数 ６，２１２人 

(６)国際交流活動 

国際交流事業として、青少年海外体験派遣事業、ホームステイウィークエンド事

業、ホースヘッズ村交流事業等を実施した。 

(７)芸術文化活動 

文化祭の開催や文化団体の育成に努めた。また、大内小・谷川小・大山田小の児

童を対象に、巡回演劇公園（劇団らくりん座）を実施した。 

○芸術文化の振興 

○文化財保護事業 

○子どもの森の管理 

(８)美術館の運営 

美術品、資料等の適切な保存を図るとともに他館と連携しながら各種展覧会を実施

した。また、調査・研究及び普及等の事業を行い、芸術その他の文化の振興に努めた。 

○展覧会 

会 期 展 覧 会 名 入 館 者 数(人) 

 4月17日～ 5月17日 特別展 日本の四季「名所江戸百景展」（前期） ３，８１４ 

 5月21日～ 6月21日 特別展 日本の四季「名所江戸百景展」（後期） ３，２８４ 

 6月26日～ 8月 2日 秋山庄太郎写真展「遊写三昧 花-365日」 ３，２４２ 

 8月 6日～ 9月13日 浮世絵に描かれた動物たち展 ４，１５８ 

 9月18日～10月18日 
特別展 江戸のＭＯＤＥ 浮世絵美人の総合ファッ

ションガイド（前期） 
３，３８３ 

10月23日～11月23日 
特別展 江戸のＭＯＤＥ 浮世絵美人の総合ファッ

ションガイド（後期） 
３，９９６ 

11月27日～ 1月11日 国芳が描く木曽路の名所旧跡「木曽街道六十九駅展」 １，９２７ 

 1月15日～ 2月21日 浮世絵師と狂歌仲間たち展 １，８２３ 

 2月25日～ 4月11日 
青木コレクション展  

－近代洋画と日本画を中心に－ 
２，３４７ 

合 計 特別展４回、企画展５回 ２７，９７４ 
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○町民参加型展覧会【視聴覚研修室ギャラリー】 

会 期 展 名 観 覧 者 数(人) 

 5月12日～ 5月15日 創作人形展 １３０ 

 6月 1日～ 6月 8日 ペーパークラフト展 ７０ 

 7月14日～ 7月20日 第０回秋山庄太郎写真芸術協会展 ６３０ 

 7月31日～ 8月 2日 卒業記念書展 ２４０ 

 8月11日～ 8月16日 日本之感性 日本之形展 ５６０ 

10月10日～10月12日 シルバー大学北校美術部展 ２８０ 

10月24日～10月31日 押し花絵展 ５１９ 

11月 1日～11月 8日 卒寿祝個展 ４２０ 

11月18日～11月23日 「写友 那珂川」写真展 ３９８ 

11月27日～12月 5日 長崎・広島原爆写真展 １２０ 

 2月16日～ 2月28日 第５回那珂川町児童生徒版画コンクール入選作品展示 ４１０ 

 3月24日～ 3月31日 油彩画展 ２８０ 

合 計 １２件 ４，０５７ 

○調査研究・教育普及活動 

江戸のＭＯＤＥ 浮世絵美人の総合ファッションガイド展図録の発刊 

春季・秋季特別展 記念講演会 ３回  １０４人参加 

ミュージアムトークの開催（各展覧会） 

ワークショップの開催 ４回  ２６人参加 

第５回那珂川町児童生徒版画コンクール  応募作品数：９３１点 

(９)郷土資料館の運営 

郷土の歴史、民俗等に関する資料を収集保存し、郷土への理解と意識の高揚を図

るため、企画展を開催した。 

○古文書講座の開催 

○企画展 ３回 

○年間入館者数 ６，８２３人   開館日数 ２９９日 

(10)山村開発センター 

住民の各種研修・会議・集会等に利用された。また、行政機関、学校、企業など

による会議、研修の場として提供した。 

○利用件数 ４８５件   利用人数 ９，０８０人 
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(11)図書館 

町民の生涯にわたる学習活動の拠点として、図書館資料の充実に努めるとともに

図書館活動の推進に努めた。その実施にあたっては、学校、関係機関、ボランティ

ア団体との密接な連携のもとに事業を実施し、町民の豊かな教養、情操を涵養する

ために積極的な文化、読書活動を展開した。 

○図書館奉仕業務の充実 

○図書館資料(図書・行政資料・逐次刊行物・郷土資料)の収集と充実 

受入冊数 ３，６４４冊 

○視聴覚資料(ＣＤ・ＤＶＤ・ビデオ)の充実 

○調査相談業務(レファレンス業務)の実施と充実 

○教育・保育機関等への団体貸出の促進 

○子ども読書活動の推進 

○国立国会図書館、県内図書館等との図書館資料の相互貸借の実施と充実 

○「調べ学習」支援を中心とする学社連携体制の促進 

○図書館運営及び活動の調査と研究(図書館協議会) 

○ボランティア活動(婦人・高校生)の実施と充実 

○年間利用状況 

登録者数 ３，７３１人 

図書貸出冊数 ７７，１５３冊 

○文化事業の開催と文化活動の推進 

お話会 幼児～小学生対象 ４２回 ６３１人 

読書会 全町民対象 ２４回 １５１人 

ブックスタート 乳幼児・保護者対象 ６回 ２３７人 

幼稚園児の図書室利用 年長児及び年中児 ３０回 ６２３人 

工作教室 幼児～小学生対象 ２回 ２７人 

親子読書教室 幼児・保護者対象 ２回 １７５人 

文芸講演会 幼児・児童・保護者対象 １回 １５０人 

展示会 全町民対象 ３回 ６６７人 

教養講座 全町民対象 １回 ２０人 

(12)なす風土記の丘資料館管理運営受託事業 

史跡・資料等の適切な保存を図り、これらを広く県内外の人々に公開するととも

に、古代那須の歴史への理解を深め、学習の場を提供し、文化財愛護思想の普及高

揚に役立てていきたいと考え、小川館・湯津上館ごとのテーマに沿った関係資料の

収蔵・展示を行うほか、各種展示会や体験講座などを開催した。 
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○展示会関係 

会 期 展 示 会 名 場 所 入館者数(人) 

 4月11日～ 6月28日 第18回特別展 「茂木町の遺跡」 湯 津 上 館 ３，３５４ 

 7月11日～ 8月30日 なつ！風土記 「縄文人の生活を知ろう」 小 川 館 ２，００３ 

 9月19日～11月23日 第17回企画展 「那須の横穴墓」 湯 津 上 館 １，１０８ 

12月 5日～ 1月31日 
冬休み小中学生向け展示会 
「寅を考古学する」 

小 川 館 １，１６４ 

 2月 6日～ 3月22日 
平成21年度巡回展 「栃木の遺跡 

－最近の発掘調査の成果から－」 
小 川 館 ２，２０４ 

○展示会関連行事 

実 施 日 行 事 名 場 所 参加者数(人) 

４月２６日 特別展記念講演会 小川館 ５１ 

４月２６日 特別展ギャラリートーク 湯津上館 ３１ 

６月１４日 春の史跡見学会 福島県方面 ５１ 

７月11･12日 考古学教室Ⅰ「展示体験」 小川館 ５ 

７月２６日 縄文土器づくり 小川館 ３８ 

８月 ９日 考古学教室Ⅱ「これできみも考古学者」 小川館 １６ 

８月２３日 縄文土器焼成 小川館 ６７ 

９月２０日 企画展オープニングイベント 玉づくり 小川館 ２１ 

１０月１１日 秋の史跡見学会 茨城県方面 ４６ 

１０月２５日 企画展記念講演会・シンポジウム ふるさと館 ６１ 

１０月２５日 企画展ギャラリートーク 湯津上館 ３３ 

１１月 ８日 なすの横穴墓めぐり なす風土記の丘周辺 ２６ 

１２月 ６日 古代文字講座 小川館 １６ 

１２月２０日 ミニ門松づくり 小川館 １１ 

２月２１日 成果発表会・遺跡発表会 小川館 １１８ 

○普及啓発活動 

出前授業として県内各所から依頼を受け、講義を１０回、体験教室を１０回実施

したほか、この地域の歴史を学び展示解説等の補助として活かす歴史解説員養成講

座を全１１回行った。 
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３ 社会体育 

スポーツを通じて、健康で生きがいのある生活を営み、明朗で連帯感に満ちた町づ

くりを進めるため、町民ひとり１スポーツを目標に、スポーツ人口の拡大に努め、さ

らに各種のスポーツ大会、教室、研修講習会等を開催し、スポーツの普及と振興を図

った。 

(１)体育施設・夜間照明施設・学校施設(体育施設)の利用状況 

施 設 名 利用日数(日) 利用団体数 延利用人数(人) 

総合体育館 ３３２ ３６ ９，６７７ 

馬頭西体育館 ２７０ １３ ３，５３６ 

小川体育館 ２４４ １３ １９，８５８ 

健武体育館 １２３ １２ １，４０２ 

武茂体育館 １３５ ８ １，４６５ 

馬頭武道館 ２３８ ３ ２，４９６ 

小川武道館 １１５ １ ６６２ 

小川弓道場 ２５ １ １６８ 

馬頭運動場 ２５８ ２１ ２６，７４１ 

武茂運動場 １８１ ３ ４，８４４ 

大山田下郷運動場 １９９ ５ ４，０１７ 

小川運動場 ３３５ ２３ １３，０８７ 

小川庭球場 ３２７ １１ ３，２２６ 

馬頭水泳プール ３８ － １，６１５ 

小川水泳プール ３７ － １，５８９ 

体 
 
 
 

育 
 
 
 

施 
 
 
 

設 

合 計 ２，８５７ １５０ ９４，３８３ 

馬頭運動場 １９０ ９ ５，１１４ 

武茂運動場 １８１ ３ ４，８４４ 

大山田下郷運動場 １８３ ４ ３，６６３ 

小川運動場 １８２ ９ ８，１９７ 

小川庭球場 ２５８ ６ ２，８９０ 

大内小運動場 １０４ ３ ３，０２９ 

小川南小運動場 ２５８ ３ ７，０６９ 

（
う
ち 

夜 

間 

照 

明
） 

合 計 １，３５６ ３７ ３４，８０６ 
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校庭 ２ １ ４５ 
馬頭小学校 

体育館 ２１８ ５ ３，１９３ 

校庭 － － － 

 

谷川小学校 
体育館 ３７ ８ ９３０ 

校庭 １０４ ３ ３，０２９ 
大内小学校 

体育館 ４４ ５ ７２４ 

校庭 － － － 
大山田小学校 

体育館 １０８ ５ １，４７３ 

校庭 ４８ ２ １，０５６ 
小川小学校 

体育館 １２０ １ １，５６０ 

校庭 ５１ １ ９６９ 
薬利小学校 

体育館 ５８ １ ８７３ 

校庭 ２５８ ３ ７，０６９ 
小川南小学校 

体育館 ６１ ３ ９７１ 

校庭 － － － 
馬頭中学校 

体育館 ４２ ３ １４３ 

校庭 － － － 
小川中学校 

体育館 ４ ３ ９３ 

校庭 ４６３ １０ １２，１６８ 

学 
 
 
 
 

校 
 
 
 
 

施 
 
 
 
 

設 
合 計 

体育館 ６９２ ３４ ９，９６０ 

(２)社会体育活動の推進（各種体育行事の開催状況） 

行 事 内 容 回数(回) 日数(日) 参加人数(人) 

○町民各種大会 
・野球  ・ゴルフ  ・ゲートボール 
・アーチェリー  ・登山  ・バレーボール 
・剣道  ・スキー  ・バスケットボール 
・ソフトボール  ・ソフトバレ－ボ－ル 
・ゆりがねマラソン大会   

３３ ７５ ４，０５５ 

○各種地区及び県大会 
・郡市町対抗駅伝競走大会 
・なすみなみ若鮎駅伝競走大会 
・県民スポーツ大会 

３ ３ １４８ 

(３)体育協会・スポーツクラブ等の育成 

町体育協会専門部(２２専門部)による自主活動の促進と指導運営体制の強化及び

支部(３１支部)の地域スポーツ活動の促進を図った。 
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○スポーツクラブ(野球、ソフトボール、バレーボール、テニス、スポ－ツ少年団等) 

スポーツクラブ ９１団体 １，２８６人 

スポーツ少年団 １３団体 ２２２人 

統合型地域スポーツクラブ設立準備委員会の開催    ９回 

(４)スポーツの普及活動 

○スポーツ講習会の開催 

○スポーツ傷害保険の加入促進 

○スポーツカレンダーの発行 

 

 

災 害 復 旧 費 関 係  

 

１ 農林水産施設災害復旧事業 

平成２１年４月・８月の集中豪雨により被害を受けた農林水産施設について災害復

旧事業を実施した。 

（単位：千円）

事 業 名 等 事 業 内 容 事 業 費 備 考 

農地・農業用施設災害復旧事業 

（町単独災害復旧事業分） 
農地１件、施設３件 422 総事業費844 
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平成２１年度主要施策の成果（特別会計） 

 

 

 

国 民 健 康 保 険 事 業  

 

保健事業においては、人間ドックなどの事業を通して、生活習慣病の早期発見、早期治

療といった被保険者自身の意識の高揚と国保運営の健全化に努めた。 

 

１ 療養の給付等 

療養諸費費用額負担の状況は、次のとおりである。 （単位：千円） 

区分 項  目 件 数 費 用 額 保険者負担分 一部負担金 他法負担分 

療 養 の 給 付 73,809 1,413,799 1,020,647 355,590 37,562 

療 養 費 1,984 18,222 13,180 4,678 364 

一
般
被
保
険
者 計 75,793 1,432,021 1,033,827 360,268 37,926 

療 養 の 給 付 6,860 114,521 80,075 33,741 705 

療 養 費 163 1,674 1,172 502 - 

退
職
被
保
険
者
等 計 7,023 116,195 81,247 34,243 705 

合 計 82,816 1,548,216 1,115,074 394,511 38,631 

 

２ その他の給付状況 

被保険者の出産、死亡及び高額療養費に対して、次のとおり支給した。 

○出産育児一時金 ２５件 １０，１１０千円 

○葬祭費 ３８件 １，９００千円 

○高額療養費 １，７８５件 １２７，５２４千円 

一  般 １，７１５件 １２０，２３７千円 

退  職 ７０件 ７，２８７千円 

 

３ 国保世帯数、被保険者の状況 

○平均世帯数 ３，２５７世帯 

○平均被保険者数 ６，６１６人 
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４ 保健事業関係 

被保険者の健康保持増進と医療費適正化対策として、次のとおり実施した。 

○特定健診 １，６３８名 

○特定保健指導 ２４０名 

○医療費通知 １６，２９０通（６回実施） 

○人間ドック ２１３名 

 

 

 

老 人 保 健 事 業  

 

老人の適切な医療の確保を図るため老人保健法に基づく医療給付を実施した。 

○医療給付費 ５件 ４６４千円 

○医療費支給費 １件 １７千円 

 

 

 

後 期 高 齢 者 医 療 事 業  

 

高齢者の適切な医療費の確保を図るため、高齢者の医療の確保に関する法律に基づく医

療給付を実施した。 

○栃木県後期高齢者医療広域連合納付金 １３１，０３２千円 

○    〃         負担金 １２，２９４千円 

○医療給付費負担金  １６２，４３８千円 

○平均被保険者数  ３，３８４名 

○健康診査受診者 医療機関健診 ９１９名 

 集団健診 ４２０名 

 

 

 

介 護 保 険 事 業  

 

第４期介護保険事業計画(H21～23年度)の初年度に当ることから、介護保険制度の更なる

周知に努めるとともに、介護予防事業の充実に努めた。 
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１ 被保険者の状況 

６５歳以上の第１号被保険者は、平成２１年度末現在５，５２８人であった。 

 

２ 認定申請及び認定の状況 

被保険者からの認定申請及び更新は、１，１０４件であり、これらを調査(一部委託)

したのち、認定審査会にて審議され認定した。なお、平成２１年度末の認定者数は８

８６人であり、詳細は次のとおりである。 

○要介護(要支援)認定者数（平成２１年度末) （単位：人） 

 
要支援 
１ 

要支援 
２ 

経過的 
要介護 

要介護 
１ 

要介護 
２ 

要介護 
３ 

要介護 
４ 

要介護 
５ 

計 

１号被保険者 ４２ ７５ － １５９ １６２ １６７ １３８ １１０ ８５３ 

２号被保険者 － ３ － ７ ８ ５ ６ ４ ３３ 

計 ４２ ７８ － １６６ １７０ １７２ １４４ １１４ ８８６ 

 

３ 利用及び給付状況 

介護給付利用の総件数は２３，６９３件、給付費総額は１，１６５，７４４千円で、

その内訳は次のとおりである。 

○居宅介護サービス給付費 ８，６７４件 ４０２，６３６千円 

○地域密着型居宅介護サービス給付費 ７８２件 ７７，９５７千円 

○施設介護サービス給付費 ２，１３６件 ５２７，４１４千円 

介護老人福祉施設 １，３４４件 ３１９，９１５千円 

介護老人保健施設 ７５１件 １９３，２７８千円 

介護療養型医療施設 ４１件 １４，２２１千円 

○居宅介護福祉用具購入費 ４６件 ８４５千円 

○居宅介護住宅改修費 ２１件 ２，０９７千円 

○居宅介護サービス計画給付費 ５，０１５件 ５７，３７４千円 

○介護予防サービス給付費 ６６８件 １７，４０９千円 

○地域密着型介護予防サービス給付費 １０件 ６５５千円 

○介護予防福祉用具購入費 ５件 ７２千円 

○介護予防住宅改修費 ３件 ５０１千円 

○介護予防サービス計画給付費 ５７９件 ２，４３９千円 

○高額介護サービス費 １，８４９件 １８，６３３千円 

○特定入所者介護サービス給付費 １，７６９件 ５７，７１２千円 
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４ 地域支援事業 

要支援・要介護状態になる前からの介護予防を推進するとともに、地域における包

括的・継続的なマネジメント機能を強化する観点から、以下の事業を実施した。 

(１)介護予防特定高齢者施策 

要支援・要介護になるおそれの高い者等の把握と介護予防事業（通所型・訪問型）

を実施した。 

○特定高齢者把握事業 

生活習慣病検診及び医療機関検診の結果をうて、特定高齢者の把握決定を行った。 

生活習慣病検診（生活機能実施者、65歳以上) ２５回 １，１１４人 

医療機関検診 ７～９月 ７８２人 

○通所型介護予防事業 

把握された特定高齢者を対象に、「運動機能の向上」、「栄養改善」、「口腔機能の向

上」を目的とした介護予防教室を実施した。 

前期教室 １５回 １７８人 

後期教室 １５回 ２５７人 

転ばん運動教室（継続） ４２回 ５６６人 

運動サロン ２回 ２３人 

○訪問型介護予防教室 

把握された閉じこもり、認知症、うつ等のおそれのある特定高齢者を対象に、専

門医による相談会と保健師による訪問を実施し、必要な相談、指導を実施した。 

高齢者精神保健相談会 １２回 ８人 

保健師による訪問指導  ３３人 

(２)介護予防一般高齢者施策 

一般高齢者を対象として、介護予防に関する知識の普及・啓発と、介護予防ボラ

ンティアの育成を行った。 

○介護予防普及啓発事業 

各単位老人クラブや町社会福祉協議会の事業と連携し、転倒予防のための運動指

導を実施した。 

那珂川おたっしゃ会 ３２回 ５００人 

ふれ合いいきいきサロン ８回 １０１人 

○地域介護予防活動支援事業 

介護予防ボランティア「ほっとなかがわ」の育成と教室への協力。 

ボランティア研修会 ２回 ２０人 

ボランティア育成強化研修会(自主グループの育成) ２回 ２６人 

介護予防教室への協力 ７３回 ３６３人 



 - 37 -

(３)介護予防ケアマネジメント事業 

特定高齢者及び要介護認定において要支援１・２となった対象者の介護予防プラ

ンの作成を実施した。 

○特定高齢者介護予防プラン作成  ３６人 

○要支援１・２の者の居宅介護予防支援 ５９４件（内委託１５９件） 

(４)総合相談支援事業 

介護保険その他の保健福祉サービスに関する相談や高齢者虐待に対する相談、指

導の実施と介護支援専門員への指導 

○介護相談件数 ２３１件 

○高齢者虐待対応 １５件 

○権利擁護（成年後見制度等） ４件 

○高齢者実態把握 ３０６件 

(５)包括的・継続的ケアマネジメント支援事業 

介護支援専門員への助言、指導と処遇困難事例のケース検討会の開催を実施した。 

○事例検討会の開催 １２回 

(６)任意事業 

○地域自立生活支援事業（生活援助員派遣事業） 

高齢者等へのホームヘルパー派遣 

時間：１４１時間   委託先：那珂川町社会福祉協議会 

○家族介護教室 

専門医による「認知症の基礎知識」の講話や、精神保健福祉士による対応の仕方

の講話、又認知症の方が利用する施設の見学等を実施 

開催回数：６回   参加者：８９人 

○認知症サポーター育成事業 

「認知症サポーター講座」を実施し、地域で認知症者を支えるサポーターの育成

を図った。 

開催回数：３回   参加者：４４人 

○寝たきり老人等介護手当等の支給 

寝たきり老人等介護手当 １２８人 ５，４８５千円 

おむつ手当 １１３人 ４，８００千円 

○地域包括支援センター運営協議会の開催 

地域包括支援センターの活動状況の実績報告及び、次年度の活動予定の承認 

開催日：平成２２年３月２６日 
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ケ ー ブ ル テ レ ビ 事 業  

 

高度情報化通信基盤の整備により、ケーブルテレビ施設の適正な維持管理を行い、町内

全域での地上デジタル放送の視聴対応、高速インターネット接続サービス、ＣＳ有料放送

サービス、ＩＰ電話サービス、テレビインターネットなど時代を先取りした情報通信サー

ビスを提供するとともに、各種の自主放送番組の提供や文字放送の充実及び広告放送の推

進に努めた。 

加入促進については、高齢者世帯や障害者世帯及びひとり暮らしの高齢者などに対して、

通信系宅内配線工事費補助金を交付し、加入者の負担軽減を図りながら、戸別訪問を主と

したきめ細かな説明や広報誌やホームページでの対応など、新規加入及びオプションサー

ビスの勧誘に努めた。 

 

 ケーブルテレビ施設の管理運営 

○加入者件数 ４，８５６件（７９．６％） 

インターネット接続サービス １，０９２件 

ＩＰ電話サービス ２１０件 

ＣＳ有料放送サービス ２２３件 

ＳＴＢレンタルサービス ４１件 

○再送信サービス 

地上デジタル放送 ９局 

地上アナログ放送 ９局 

衛星ＢＳデジタル放送 ８局 

ＦＭラジオ放送 ４局 

○ＣＳ有料放送サービス 

ゴルフネットワーク外 ３４局 

○通信系宅内配線工事費補助金 １，８５４千円（８８件） 

○主要な工事 

一般国道２９３号電線共同溝ＣＡＴＶ線敷設工事 １３，６５０千円 

東電柱移設に伴うＣＡＴＶ線移設工事 ３，４３４千円 

ＣＡＴＶ線等移設工事 ８，８５１千円 

高度化に伴う引込工事 ２２，０９２千円 

○ケーブルテレビ高度化事業竣工式 

日時：平成２１年４月２５日（土） 

場所：小川総合福祉センターあじさいホール 

案内者：来賓２４名、招待者２３５名 
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式典概要：事業概要 

経過報告 

町長挨拶 

竣工セレモニー 

ケーブルの接続（町長、各小学校児童代表８名） 

ケーブルテレビ紹介 

テレビＩＰ電話による記念通話（愛荘町、美郷町） 

来賓挨拶 

記念演奏まほろば子供太鼓 

記念イベント：とちぎテレビ「歌の王様出張公開予選会」 

ゲスト歌手歌謡ショー 

○主な自主制作番組 

ニュースＮタウン 収録９４回 放送１５０時間／月 

Ｎタウンピックアップ ２２回 

○生中継番組 

町議会定例会、臨時会 ７回 

ケーブルテレビ高度化事業竣工式 １回 

子供議会 １回 

○企画番組 

町は今そしてこれから ３回 

わんぱくざかり ６回 

広重美術館へようこそ ９回 

むかし・昔・大昔 ５回 

歌の王様予選会 １回 

那珂川町再発見 ５回 

那珂川町フィットネス ７回 

農業情報番組 ３回 

スポット那珂川町 １回 

○特別企画番組 

ニュースダイジェスト（上半期、下半期） 

新春インタビュー（町長、議長、教育長） 

○その他の番組 

県政ピックアップ 

グリーンチャンネル 

ＮＨＫエンタープライズ（教養娯楽番組） 

サイエンスチャンネル（ＴＨＥＭＡＫＩＮＧ他） 
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○広告放送 

文字放送（有料） ２４件 

文字放送（無料） ２００件 

映像放送 ５件 

 

 

 

下 水 道 事 業  

 

公共用水域の水質保全と健康で快適な生活環境の確保のため、下水道整備の実施及び施

設の維持管理に努めた。 

馬頭処理区については、供用開始区域の加入促進を図った。 

概要については、次のとおりである。 

(１)整備事業（馬頭処理区） （単位：千円） 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 備 考 

管渠工事L=783.0m 
（硬質塩化ビニル管φ150） 

５１，５９７ 

公共下水道事業 

付帯工事、公共ます設置工事 １３，８４４ 

国庫補助金 
23,500 

(２)施設管理の状況 

項 目 単位 馬 頭 処 理 区 小 川 処 理 区 

処理区域面積 ha ９３ ８４ 

処理区内人口 人 １，７２０ ２，８９５ 

処理人口 人 ６９６ ２，４３３ 

水洗化率 ％ ４０．５ ８４．０ 

接続戸数 戸 ３１１ ８４６ 

年間処理水量 ㎥ ９８，５７４ ２８６，０７９ 

１日平均処理水量 ㎥ ２７０ ７８４ 

年間汚泥脱水ケーキ量 t ６２．０ ２６９．０ 
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農 業 集 落 排 水 事 業  

 

農業用用水の水質保全、環境の改善等を図り、施設の維持管理に努めた。 

概要については、次のとおりである。 

項 目 単位 北 向 田 地 区 三 輪 地 区 

処理区域面積 ha ３３．０ １６．３ 

処理区内人口 人 ４６９ ３４５ 

処理人口 人 ４５０ ３１７ 

水洗化率 ％ ９５．９ ９１．９ 

接続戸数 戸 １３５ ９０ 

年間処理水量 ㎥ ７６，９０２ ２９，４１９ 

1日平均処理水量 ㎥ ２１０ ８１ 

年間汚泥引抜量 ㎥ １２２ ２１６ 

 

 

 

簡 易 水 道 事 業  

 

簡易水道事業として設置されている８施設における水道水の安定供給および施設能力の

維持管理に万全を期した。なお、国庫補助金及び地域活性化・公共投資臨時交付金等を活

用し、配水管布設替、ポンプ交換工事、発電設備設置工事を実施し、老朽設備等を更新し

た。 

(１)整備事業 （単位：千円） 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 備 考 

谷田地内配水管布設工事 L=564.2mHPPEΦ100mm １５，８５５  

第１工区L=711.5mDIPΦ100mm ２２，６８０  
薬利地内配水管布設替工事 

第２工区L=724.0mDIPΦ100mm ２２，７８５  

富山取水ポンプ交換工事 水中ポンプΦ40mm3.71Kw ２，３１０  

中部地区発電設備設置工事 停電時発電設備41KVA1基 １２，９１５  

矢又浄水場取水ポンプ交換工事 Φ40mm3.7Kw1基 ３，９３８  

西部・中部地区取水ポンプ等 
交換工事 

Φ40mm3.7Kw1基 ５，５６５  
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(２)施設管理の状況 

項目 
小砂 
地区 

富山 
地区 

矢又 
地区 

大那地 
地区 

中部 
地区 

北部 
地区 

南部 
地区 

西部 
地区 

計 

給水人口 
(人) 

1,308 358 259 178 3,761 1,148 1,529 248 8,789

給水戸数 
(戸) 

384 110 81 53 1,362 350 461 68 2,869

年間総配水
量(㎥) 

96,023 29,845 22,346 9,576 445,513 109,259 115,079 21,932 849,573

年間総給水
量(㎥) 

87,193 24,449 18,579 8,507 356,172 92,584 114,115 18,360 719,959

有収率(％) 90.80 81.92 83.14 88.84 79.95 84.74 99.16 83.71 84.74

１日平均配
水量(㎥) 

263 82 61 26 1,221 299 315 60 

１日平均給
水量(㎥) 

239 67 51 23 976 254 313 50 

１人１日当
り平均配水
量(ℓ) 

201 228 236 147 325 261 206 242 

１人１日当
り平均給水
量(ℓ) 

183 187 197 131 259 221 204 203 

 


